
■来室
検討したい文章は印刷してお持ち
ください。また、課題について書
かれたプリントなどがあれば、あ
わせて御持参ください。

■セッションを受ける

● 授業のレポート　● プレゼンテーション原稿　● 卒業論文　● 修士論文　● 博士論文　● 投稿論文　※まだ文章を書いていない、構想段階でも検討できます。

セッションの種類を予約時に選びます。
● 英語で対話しながら英語文章を一緒に検討するセッション

● 日本語で対話しながら英語文章を一緒に検討するセッション

● 日本語で対話しながら日本語文章を一緒に検討するセッション

● 日本語の文法に詳しいチューターと一緒に日本語文章を検討するセッション（特に留学生対象）

● 英語で対話しながら日本語文章を一緒に検討するセッション

■ 予約方法
前日までは、Waseda-net Portalより（Waseda-net Portalにログイン→「授業」をク
リック→メニューから「個別指導予約」をクリック→実施箇所から「早稲田大学ライ
ティング・センター」をクリック）　※電話での予約は一切受け付けていません。
空きがあれば当日飛び込みもOK！

ライティング・センターは、「自立した書き手」の育成を目指します。

詳細については、 http://www.cie-waseda.jp/awp/jp/wc/ を御参照下さい。
※就職関連の文章は、ライティング・センターでは扱っていません。キャリアセンターに御相談ください。

ライティング・センターについて
開室期間：学期中の平日（月曜日～金曜日） 10：40 ～17：15（ただし、月曜日12:15 ～13:45は閉室） 　　1セッション：45分間

場　　所：早稲田キャンパス7号館1階（西早稲田キャンパス、所沢キャンパス、TWInsキャンパスに分室あり）　※全て無料！

新聞広告におけるオノマトペの内容分析 : オノマトペ教育への示唆佳 作

執筆動機

私が早稲田商学懸賞論文に応募した動

機は、卒業論文の執筆にあたり、明確で

厳格な期限が欲しかったからです。期限

を設けることで、自分自身に良いプレッシ

ャーを与えることができました。

論文の内容

日本語以外の母語を持つ人々が日本語

を理解する際に、一つの障害となってい

るのはオノマトペです。オノマトペとは擬

音語や擬態語の総称で、他の言語に比べ、

日本語において多く使用されている語で

あると言われています。このオノマトペが

日本の新聞広告においてどれくらい頻繁

に使用されているか、また、どのような

種類のオノマトペが多く使用されている

のかを調べることにより、日本語学習に

おけるオノマトペ習得の重要性を明らか

にし、オノマトペ学習において優先すべき

学習事項を選出しました。

執筆に当たってのエピソード

一週間分の新聞に掲載された広告を一

つひとつ隅から隅まで調べることに想像

以上の時間がかかり、また、学術的な文

章の書き方やデータの集計方法など、わ

からないことばかりでくじけそうになった

時もありました。そんな私を最初から最

後までしっかり指導してくださった嶋村先

生、院生の先輩方、ライティングセンター

の方々に心より感謝申し上げます。

後輩の皆さんへのメッセージ

論文を書いていると一筋縄ではいかな

いことにぶつかったり、体力・精神力共

に消耗したり、大変なこともいろいろあり

ますが、その分書き終えた時の達成感は

並々ならぬものがあります。論文を書くこ

と自体、非常に価値のある経験になりま

すが、自分の書いた論文を評価していた

だける機会は貴重です。ぜひ早稲田商学

懸賞論文に応募してみてください。
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